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One by one
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普段であれば通り過ぎてしまいそうなことも、
人生の節目だからこそ、振り返ることができる

これまでのすべてに感謝を伝えるための、３つの、“One by one”



Concept

1Copyright(c) REXIT All rights reserved.



2

Concept Story
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Fumiyaさんは31歳、広告制作会社でデザイナーとしてお勤めで、Eriさんは27歳、Fumiyaさんと同僚でいらっしゃいます。

おふたりの性格はとても似ていらっしゃり、連絡するタイミングも、何かを決めたりするときも同じことが多いそうです。
趣味や好きなものも似ていて、休日にはよく公園を散歩したり、絵を描いて過ごされているとのこと。

そんなマイペースなおふたりは、結婚式を迎えるにあたり、人生を振り返ってみると

Fuimiyaさんが、小さい頃はずっとお兄さんのうしろにくっついていて、いつも一緒にいたこと
最近は、離れていることもあって、あまり顔を合わさなくなっていること

学生時代は勉強そっちのけで友人たちと毎日ずっと一緒に過ごしていたこと
就職活動でくじけそうだったときに、そんな仲間たちが支えてくれたこと

Eriさんはおばあちゃん子で、いつも夏休みには遊びに行っていて、帰る前には必ず駄々をこねて泣いていたこと
お母さんと喧嘩したときに、何も聞かずに味方になって一緒に謝ってくれたこと

進路相談だけじゃなく、事あるごとに親身に相談に乗ってくれた高校の恩師
おふたりがお付き合いになるきっかけを作ってくれた会社の上司

そして、おふたりがお生まれになられてから今日まで誰よりも大切にしてくれた、ご両親

おふたりのこれまでの歩み、その一歩一歩で、いつも誰かが支えてくれたことを改めて気づかされます。

ふたりは考えます。感謝を伝えたい。これまでのすべてのできごとに、一人ひとりに。

“ one by one ” (一人ずつ）、 “ one by one ” (一つずつ）、 “ one by one ” (一歩ずつ）
おふたりらしく、自然体でお伝えする、そんな結婚式を創りましょう

Fumiya × Eri
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Original Points 1

1 : ゲスト全員で誓いを立てる人前式 ～ the aisle / 祝婚歌 ～

バージンロードに込められた意味を大切にするために、今日は正式名称「the aisle（アーイル）」と呼びましょう
一歩ずつ、これまでの歩みを振り返りながら歩く「the aisle」

おふたりだけでなく、ゲストの方々にも足元にアクセントを入れていただき、
その一歩一歩を、しっかりと意識いただけるようにしましょう

ゆっくりと歩んでいただくなかで、司会者から、Eriさんの今日までの道のりをお伝えいただきます
お生まれになられた日、1歳の誕生日、入学式、ピアノの発表会・・・
親御様に今までの道のりを想い出していただくために、そしてゲスト全員でその想いを共有しましょう

そして、説教の代わりに『祝婚歌』をEriさんの高校時代の恩師にご朗読いただきます
ここでの主役は、おふたりだけでなく、ゲスト全員です
皆さまが、祝婚歌を心の中で反すうしながら、日々の歩みを振り返っていただき、明日への誓いを立てることでしょう

” one by one ” 一歩ずつゆっくりで良い、背伸びをせずに自然体で歩いていく。そんな気持ちにさせてくれる人前式。
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『 祝婚歌 』 吉野弘

二人が睦まじくいるためには 愚かでいるほうがいい 立派すぎないほうがいい
立派すぎることは 長持ちしないことだと気付いているほうがいい

完璧をめざさないほうがいい 完璧なんて不自然なことだと うそぶいているほうがいい
二人のうちどちらかが ふざけているほうがいい ずっこけているほうがいい

互いに非難することがあっても 非難できる資格が自分にあったかどうか
あとで疑わしくなるほうがいい

正しいことを言うときは 少しひかえめにするほうがいい
正しいことを言うときは 相手を傷つけやすいものだと 気付いているほうがいい

立派でありたいとか 正しくありたいとかいう 無理な緊張には 色目も使わず
ゆったり ゆたかに 光を浴びているほうがいい

健康で風に吹かれながら 生きていることのなつかしさに
ふと胸が熱くなる そんな日があってもいい

そして なぜ胸が熱くなるのか
黙っていても 二人にはわかるのであってほしい

4
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Original Points 2

2 : ゲスト全員で紡ぐおふたりのストーリー ～ スピーチリレー / ラウンドイントロダクション ～

おふたりのお付き合いするきっかけを作ってくれた会社の上司に結婚のご報告と主賓の挨拶のお願いしに行くと、
「挨拶をしてもかまわないけど、せっかくなんだから、もっといろんな人から話してもらったらどうかな？？」
ふたりが堅苦しい雰囲気を好まないことを理解している上司のアドバイス。

ｰ スピーチリレー ｰ
お互いのご友人にお言葉をいただいた後、Fumiyaさんからのゲストスピーカーのご指名に
最後にサプライズでお兄さんにもお願いしましょう。
「兄ちゃんから、コメントをもらいたいです」
いつのまにか、子どもの頃の呼び方が変わっている、そんな、雪どけの瞬間が生まれるかもしれません。

ｰ ラウンドイントロダクション ｰ
お色直しの後の再入場の際には、テーブルをラウンドしながら、ゲストのご紹介を互いにお伝えし合いましょう。
「この人がいたから、今の私があるんだよ」
今日までのすべての出逢い、出来事、その一つでも欠けていたなら、今日という日はやってこなかったかもしれません。

” one by one ” ゲスト1人ずつとおふたりをつなぐ、そんな2つの演出。



6Copyright(c) REXIT All rights reserved.

Original Points 3

3 : ゲスト全員で見守る門出 ～ ご新婦様のお手紙 / family’s hug ～

思い返せば、きっとたくさんのわがままを言っていたし、たくさん心配もかけた。
素直になれないことも少なくなく、喧嘩したこともたくさんあった。
だからこそ、ゲストに見守られている中で、この瞬間だけは、しっかりと、おふたりが頑張る瞬間。

- ご新婦様のお手紙 -
Eriさんからご両親への手紙。これからは、Fumiyaさんと新しい家庭を築いていくことになります。
その最後は離れたところからではなく、親御様の近くに寄り添って、しっかりと顔を見て、
これまでの感謝の気持ちを伝えましょう。

（ゲストの方に後ろ姿を向けていただくことになりますので、思いきり涙を流していただきます）

- family’s hug -
そして、最後はご家族様と熱い抱擁を交わしましょう。
お父さんとも、お母さんとも、おばあちゃんとも、お兄ちゃんとも。
このときにしか伝えることができない言葉が、必ず、あります。

” one by one ” これまでの一つずつのすべてのできごとに感謝を伝える、ゲストに見守られるおふたりの門出。
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披露宴

お仕度 • ヘアメイク

• 人前式
walk the aisle 花嫁のこれまでの歩みの紹介とともに
祝婚歌 恩師による朗読

• 披露宴開宴～新郎新婦入場

• 乾杯～ケッキ入刀

• 歓談～スピーチリレー～中座

• 再入場～ラウンドイントロダクション
テーブルをラウンドしながらお互いへ向けたゲスト紹介

• 新婦手紙～family’s hug～花束贈呈～謝辞

• 送賓
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送賓

８:00

12:00

14:30

Program

挙式11:00



item
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Cuisine

[image]主張しすぎず、だけど思わず口にしてしまうような品々
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Beauty

[image]甘すぎず、ナチュラルなテイストをメインに、生地までこだわりましょう
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Key Color

Coordinate Image
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Decoration



estimate
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• 披露宴開始時間 ：11:00～14:30

• 人数 ：40名

【備考】
• 挙式の時期、曜日、時間帯、お日柄によって

割引額は異なります。
• 人数によってお見積りの金額は異なります。
• こちらの見積もりはあくまで一例であり、

この金額を保証するものではありません。
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概要




